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一研 究 報 告一

3歳 児健診に訪れた母親の育児に対する思い

宮 野 遊 子*・ 藤 本 美 穂**・ 山 田純 子***・ 石 井 京 子****・ 藤 原 千 惠 子*

要 旨

3歳 児健診に訪れた母親の育児 に対する思いを明 らかにす るため、質問紙調査の 「育児 に対 して 日頃感

じること」について書かれた 自由記載欄の内容分析 を行 った。分析対象は、保健セ ンターの3歳 児健診

に訪れた母親の うち調査票 の自由記載に回答があった292名 であった。結果は、【育児に対す る不安感 ・

困難感 】【育児に対す る肯定感 ・信念 】【育児に関して必要 としている支援 】の3つ のテーマが抽 出され

た。【育児に対す る不安感 ・困難感】は6つ のサブカテ ゴリーか ら 《育児そのものに対す る不安感 ・困難

感》 と 《育児 をす る自分 に対す る不安感 ・困難感》の2つ のカテ ゴリーが構成 された。【育児に対す る肯

定感 ・信念 】は4つ のサブカテ ゴリーか ら 《育児そのものに対する肯定感 ・信念》 と 《育児をする自分

に対する肯定感 ・信念》の2つ のカテゴ リーが構成 された。【育児 に関して必要 としている支援 】は8っ

のサブカテゴ リーから 《育児環境 ・育児制度》《人的サ ポー ト》《清報サポー ト》の3つ のカテ ゴリーが

構成 された。 自己実現など自己の在 り方 に注 目が集 まる現代社会において育児す る自分をどのよ うに捉

えるか とい う側面の内容が抽 出され、育児を通 して母親 が 自己肯定感 を高められ るような育児支援の充

実が重要であることが示唆 された。

キ ー ワ ー ド:育 児 、 母 親 、 育 児 へ の 思 い 、 育 児 支 援
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1.諸 言

我が国では、社会構造の変化 と共に、子育てを

め ぐる環境 も大きく変容 した。かつて、子育ては、

地域 共同体 のなかで の成員 同士 による相互扶助

や 拡大家族 にお ける祖父母 のサ ポー トによ り成

立 していた。現代では、都市部 を中心に核家族世

帯 が多 くを占め、在宅親子の地域における 「孤立

化」が社会 問題 となっている1)。 さらに、いわゆ

る 「母性神話」は我が子 を虐待する親の存在 など

か ら近年否定 されつつあるものの、依然我が国に

おいては母親の育児は本能的であ り、一義的に母

親 がそれ を担い、どの親 もそれが可能であるとい

う考 え方がまだ生きている2)。 育児が 「個人化」

してい くことは母親 の教育 に対す る自由裁 量を

高める一方、育児に対する思いを他者 と共有す る

機会が減少す ることで、育児不安や育児ス トレス

を助長す る原因にもなっている。 こうした傾 向を

是正するためには、育児 とい う営みを社会的にサ

ポー トしていくことが必須 となって くる1)。

これ まで、母親の育児不安や育児に対する認識 に

ついての研究は多 くの積み重 ねがあ り3)4)5)、育児

不 安の高い母親や低 出生児 の子 どもを出産 した

母親 など、対象を限局 した研究6)7)へ も広が りも

み られているが、急速な社会情勢の変化の中では

母親 の育児 に対す る思 いも常 に見直 してい くこ

とが必要である。 また、3歳 児健診 とい う日常的

場面での母親 の思いは、地域の医療従事者 にとっ

ての有用性が高い と考 える。

そ こで本研究は、3歳 児健診に訪れた母親を対

象 とした質問紙調査の自由記載から、育児 に対す

る思いを明 らかにすることを 目的とした。

II.研 究方法

1.分 析対象

調査は、大阪府下43市 町村の うち、協力の同

意 が得 られた保健センター5箇 所(3市)で 開催 さ

れ た3歳 児健診 に訪れた母親1479名 を対象に行

われた。調査票は562名 か ら回収 され(回 収率

38.0%)、 その うち母親が自由記載欄に記入 してい

る292名 を分析対象 とした。

2.調 査期間

調査は平成23年11A～ 平成24年3月 に実施

した。

3.調 査方法

調査は、無記名 自記式の質問紙調査 を行った。

健 診受付 時に研究代表者 または研究分担者 が調

査票 を配付 し、研究 目的および倫理的配慮 につい

て 口頭お よび書面を用いて説明を行った。調査票

の回収は、対象者 自身が大学宛に郵送または会場

に設置 した回収箱 に投函 して もらう方法 とした。

*大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 林大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻博士前期課程 榊森ノ宮医療大学 
繍 大阪市立大学看護学研究科
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4.分 析方法

本研 究は、地域で育児 をす る母親 のレジ リエ ン

ス尺度 の開発のた めに作成 され た質 問紙 の一部

である 「育児 に対 して 日頃感 じてお られ ることに

ついて、何で も自由に記載 して下 さい」 とい う項

目の内容分析 を行 った。書かれた 自由記載内容を

熟読 し、1つ の意味内容 を1デ ータとして抽 出し

た。そ して同 じ意味をもつデータをま とめてコー

ド化 し、類似性のある内容 をまとめてサブカテゴ

リー、カテ ゴリーに集約 した。また、抽出 された

コー ドの内容や 、サブカテゴリー、カテ ゴリー化

が適切 であ るかにつ いては質的研 究のスーパー

バイズを受 けて随時検討 し、真実性、妥当性が確

保できるよ うに努めた。

内容分析 とは、表記 されたコミュニケーシ ョン

内容を客観的、体系的に記述するための調査方法

であり、記述 された内容をカテゴ リー化 して体系

的に表す方法である8)。

5。 倫理的配慮

本研 究 は大阪大学 医学部保健学倫理委員会 の

承認 を得て行 った。調査対象者には、研究 目的、

研究参加の 自由、プライバシー保護 などの具体的

配慮 について調査票の表紙 に記載 し、口頭で も説

明を行った。なお、調査の同意 は調査票 の返信に

よって得 られた とした。

皿.結 果

1.対 象 の属 性

子 ど もの数 は 、1人74名(25.3%)、2人160名

(54。8%)、3人52名(17.8%)、4人6名(2.1%)

で あっ た。 家族 形 態 は、両親 と子 ども(以 下:核

家族)264名(90.4%)、 核 家族 とそ の他 の家族26

名(8。9%)、 無 回答2名(0.7%)で あ った。母

親 の就 業状 況 は 、就 業 中92名(31.5%)、 現在 は

休 業 中11名(3.8%)、 就 業 して いな い189名

(64.7%)で あっ た。

2.育 児 に対 す る認 識 と必要 と してい る支援

自由記載 の 内容 を分析 した結果 、育児 に対 す る

認 識 と必要 と してい る支 援 は 【育児 に対 す る不安

感 ・困難感 】 【育児 に対す る肯 定感 ・信 念 】【育児

に関 して必 要 と してい る支援 】の3つ の テー マが

抽 出 され た。 以下 、テー マ は 【 】カテ ゴ リーは

《 》、サ ブ カテ ゴ リー は 〈 〉、 コー ドは 「 」

で示す。

1)【 育児 に対す る不安感 ・困1(表1)

【育児 に対す る不安感 ・困難 感 】 は、6つ のサ

ブ カテ ゴ リー か ら2つ のカテ ゴ リーで構成 され た。

《育児 そ の ものに対す る不 安感 ・困難 感》 に は

〈子 ども との 対応 に関す る不 安 が ある〉 〈子 ども

との対応 に関す る困難感 が あ る〉 〈子 どもの将来

に対 す る不 安 が あ る〉 〈子 どもの成 長 に対す る不

安 が ある〉 の4つ のサ ブカ テ ゴ リー が含 まれ た 。

〈子 ども との対応 に関す る不安 が あ る〉 に は

「しつ けの程度 が わか らない 」な どの3っ の コー

ドが含 まれ 、以 下 の様 な記載 が あった。

厚分のしつ!プの㈱5雕 っで〃)るのでなないか、

β分 の言っfと で子と"ら汐∫艨 どンシ飆 〆ご冫々 きぐな

っで、L'ンシなことを考えるのか、たま〆ご不亥ヲ乙蟹った ク

らしま先

〈子 ども との対 応 に対す る困難感 が あ る〉 に は

「複 数 の子 どもへ の対 応 が難 しい と感 じる」 「成

長 した子 どもへ の対応 が難 しい と感 じる」な どの

6つ の コー ドが含 まれ 、以下 の様 な記載 が あ った。

きょラだいそ%ぞ 物 で猛瘠がまった ぐ蓮 ラので、どラ

したら〃・〃、かわか らな〃㌧

彖で驪 ったごとをしたときκ怒ると、逆に子ど ら

ら反拡 し、爆言を盤〃、た クナること6あ クま先 そん

なときに、とラ したらい〃}か虧んでしま〃、まプら

〈子 どもの将来 に対 す る不 安 が あ る〉 には 「子

どもの将 来 が心配 」な どの3つ の コー ドが含 まれ 、

以 下の様 な記載 があ った。

葦瑁と〃、ラか、β丿衣の隷 についで、子どらた ちの資

遼1が・乙・配 で先

〈子 どもの成 長 に対す る不 安 が あ る〉 には 「食

べ ない のが 悩 み」 な どの2つ の コー ドが含 まれ 、

以 下の様 な記載 が あ った。

こンまんをなかなか食べでぐ力な〃・ので、体が小さぐで

礁
一方

、《育児 をす る 自分 に対す る不 安感 ・困難

感 》 には 〈育児 をす る 自分 に対す る不 安 があ る〉

〈育児 をす る 自分 に対す る困難感 が あ る〉 の2つ

のサ ブカテ ゴ リー が含 まれ た。

〈育児 をす る 自分 に対 す る不安 が あ る〉 に は

「子 どもの成 長 につ い てい け ない と感 じる」な ど

の5つ の コー ドが含 まれ 、以 下の様 な記 載が あ っ

た。

一βの大半を子どらと週こしでいるのが母親である

以1、 ぶと乙たことの姻 が汐分にあるのでな、まつ

い、mっでしまいま亢 得γご身分 彑身ガ∫弱っでいるとき

などはそれを大きなプレソシヤーに廨0で しまラこと

ら少なぐあ ク芸ぜん。〈育児 をす る 自分 に対す る困

難 感 が あ る〉 に は 「自分 の感 情 を コン トロール

18一
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した い」 「子 ども と離れ る時 間が ほ しい 」 な ど

の8つ の コー ドが含 まれ 、以下 の様 な記載 が あ

った。

子どらぽかわ〃、〃ソプど、6分 が乙ん、と"〃・碍≡は癖働

に怒 つでしまっでm縣 〆こ諮るごとが多々ある。

削 倉κスFレ スを感oで 〃、る鯱 のぼと/をどは、子

どらか ら黝 での,9鼓 きができで〃・な〃・乙蟹〃・まず0

2)【	 育児 に対 す る肯 定感 ・信 念 】(表2)

【育児 に対 す る肯 定感 ・信 念 】 は、4つ のサ ブ

カテ ゴ リー か ら2つ のカテ ゴ リー が構 成 され た。

《育児 そ の もの に対 す る肯定感 ・信 念》に は 〈育

児 そ の もの に対 して肯 定 的に感 じる〉 〈育児 の方

法 に関 して信 念 が あ る〉の2つ のサ ブカ テ ゴ リー

が含 まれ た。

〈育児 そ の もの に対 して肯定 的 に感 じる〉に は

「育児 は興 味深 い と思 う」 な どの7つ の コー ドが

含 まれ 、以 下の様 な記 載 があ った。

削 卸ま大変で朔 斗 ちょっとした戎蚕ψ∫本当に喜ば

Lぐ,蟹〃・ま先 」をの子が赤 ちゃん返 ク乙たときな歪 ぐ

言ラどとを跏 きず泣 〃、でばかクでしたψ∫、/赤 ちやん じ

ゃな ぐぽ ぐを児 で!ノ といラ2劇 冒の必がわかっで、

今まなっでな巍「子 で遍 じ否えることが2仔 κなっノをと

表1膏 髭 に蓮する不安感・靉難慈

感 じで〃、ま先 アのヂ ららラナぐイヤイナ甥 で 厂また

かあ ・rノ と、蟹グ所です夙 蚕男よク士手に淳でら海

るよラ努 力しよ ラと,蟹〃嘆 先

〈育児 の方 法 に関 して信念 が あ る〉 には 「自分

のや り方 で育 児 を行 うのが大 切 と思 う」 な どの6

つ の コー ドが含 まれ 、以 下 の様 な記 載 が あ った。

元気が一臨 よぐ食べ、よぐ避乙nよ ぐ寝 ることっで

とっでらメ:切だと,療っで〃、まプ0
一 方

、《育児 す る 自分 に対す る肯 定感 ・信念 》

に は 〈育児 をす る 自分 に対 して肯 定的 に感 じる〉

〈育児 の考 え方 に関 して信 念 が あ る〉の2つ のサ

ブカ テ ゴ リー が含 まれ た。

〈育児 をす る 自分 に対 して 肯定 的 に感 じる〉 に

は 「子 どもの成 長 が喜び であ る」な どの3つ の コ

ー ドが含 まれ 、以 下の様 な記載 が あっ た。

衝 ぐことが一番}ノと、蟹っでいた私 で乙たが、子育で

を始めたら、これβ仕 の≠蕩はな〃、ノ!と 、蟹〃嘆 乙た。

毎βぼんの少 しずつヂど6の 成安 を淳んで〃、グて本

当κ≠ぜで先

〈育児 の考 え方 に 関 して信念 が あ る〉 には 「育

児 で 自分 も成長 す る と感 じる」な どの4つ の コー

ドが含 まれ 、 以下 の様 な記載 が あった。

コ ー ド サ ーブカテ ゴリー カテゴリー

1しっtfの穰鰹 わからない}

序警もの瑟痣に戮レンマを感じる … … …4子 どもへの灣応に溺する不安がある{
・子どもの行難こイライラする{

汚乳る遊びは抵航を感¢る1
.牲劉ぷ違うと灣応が難し駆と感穏る1

轗 懸 萎1欝脚 一 一 畷 育____

減長した子どもへの鵜 轢 しいと感¢る{
1子ど砌 融 が耀1

晦来の往会が心鬢

韆 籥 灘 郡
1子どもの戒長についてし、けなひと慈じる

套児を遜して自分に否定蝕な感驀を鞄く

・難の子どもと比較してしまう

1子どもに与える自分の影響を不安に悪う

愚撒難豢轍鶴影載罵罷灘y弩
臻 分の慈鯖を可ントロールしたい

1自分の時鵜がほしい

,子どもと離毎る時駕錘歓しい
… … …… 〃… 壕

・余欝ぶないと感じる 

症 しい精報の纏獲が難しいと感じる
'選漲がも

っと鸛く母を理解してほしいと思う

家辜との雨立が難し拠 _____垂

鮭事との爾立が難しい

子どもの将来に靉する不安がある1

子__不 安がある1
∫


蚕
二

重

育児をする自分に靉する不安がある 二
二

1育児をする自分に薄する不安感・困難感

1育 猊をする自分に灣する困難感がある

{ミ

多 
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`子淳で'と 〃】〃、まナが
、私た ち觀をス として巍「ま

乙て厳 さ世 でぐノzる 窺 育で'智 分 淳で で6あ る

と.蟹〃・ま先 虜がβ分の・心のグアをきちんと乙で緲

的に落 ち音 〃、で〃、られたら、子どちらβずと身分の猪

力や礑 盤を麗大破〆ご僻ばぜるの でなな〃・か しら ノ9

と,蟹っでいまプら

3)【	 育児 に関 して必 要 として い る支援 】(表3)

【育児 に 関 して必 要 と してい る支 援 】は3つ の

カテ ゴ リー と8つ のサ ブカテ ゴ リー で構成 され た。

《育児 環境 ・育児 制度 》 には 〈育児 環境 を充 実

させ て ほ しい〉 〈育 児制 度 を充 実 させ てほ しい〉

の2つ のサ ブカテ ゴ リーが含 まれ た。

〈育児 環境 を充 実 させ て ほ しい〉 に は 「育児 交

流 の場 を充実 させ て ほ しい 」 「育児 プ ログ ラム を

充実 させ て ほ しい 」な どの5つ の コー ドが含 まれ 、

以下 の様 な記 載が あ った。

コミュニティーな軅 が～彡吻7しやナい条件 でよ ク

多 ぐあ九ぽいいなと,蟹〃、まプら

詔 召のある鮒 の削9灘 とか らっとあったらい〃、

の〆ごな ・・と.蟹ラ。

〈育 児制 度 を充実 させ て ほ しい〉 には 「育児施

策 を充実 させ て ほ しい 」 「経済 的 に不安 を感 じる」

な どの8つ の コー ドが含 まれ 、以 下 の様 な記 載 が

あ った。

罐 乙でから3か 所〆こ住み、子淳で鞭 を繝 さ'ぜ

でもらっ τ〃、まナが、やなク瓰雄 があると感 じまし

ノを。黥6遊 方でナ乙微 ナーど〉ζκ頼ちざるを得な

いので 旗 乙で贋!プるとあクがた 〃、と,齢 、さξ乙,ノを。

らっと繧瀚 会孫があ拠ば2/tβ ち欲 乙〃、ガSい今の沢

表2育 髭に靉する肯定感・信念

態でな1ノ〔しか産めな〃、のが悲 乙〃㌔

《人 的サ ポー ト》 には 〈周 囲 の人 か らのサ ポー

トが必 要〉 〈専 門職 か らの適切 なサ ポー トが必 要〉

〈家族 か らのサ ポー トが 必要〉 〈多 世代 か らのサ

ポー トが必 要〉 〈同世 代か らのサポ ー トが必 要〉

の5つ のサ ブカ テ ゴ リー が含 まれ た。

〈周 囲 の人か らのサポ ー トが必要 〉 には 「相 談

相 手が欲 しい」 「人 的育児 サ ポー トが な くて困 る」

な どの5つ の コー ドが含 まれ 、以 下 の様 な記 載 が

あった。

気簗 なお しやベク、気簗 なグチが言盆ることな、心が

豐かになると、蛋〃・ま先 私が今虐痔、ネグ レク みを乙ない

のぽ、何 でち言える、甥げるノtがいるか らでしよラ。

たまにノフレソシュ乙た ぐでち、私が病 気でない阪 ク

子どらを撹かっでららえ貮 β由がな〃㌔

〈専 門職 か らの適 切 な サポー トが必 要〉 には

「支援 者 の違 い に よって ス トレスが生 じる」 な ど

の2つ の コー ドが含 まれ 、以 下の様 な記 載 が あっ

た。

深鰤 さん〆ごよっで簓 のときの評伽3達 ラ。7rぐ

と不亥ヲこなるだγプのことら多 ぐ、こラ〃}ラ,蟹〃、をナる

から簓 に疔かず、彖勧 暴力{竿の秀舅がン盪吃た クナ

るのではな〃・か と.蟹〃嘆 尢

〈家 族 か らのサ ポー トが必 要〉 に は 「夫 の協力

は重 要 だ と思 う」 な どの5つ の コー ドが含 まれ 、

以 下の様 な記載 があ った。

主ノ{な尸猛薯で伽 で〃、るのに、覦 でイライラ乙で

〃、る私を〃・つ6認 めでぐ〆 τ、深〃、愛借をぐれ ました。

本当に易・けらカ でいまプら

壅

コー ド サ:玩 テゴリー 兎テゴサー

糞三尾1ま輿琺深いと思う1

糞髭 は大変だけど麌妹深いと悪う ≡1く
、

ニ
騫鯲 蘰轢 毳鯉 盤 乏__1;
鯱 聴 しいと思う .____壌
育髭に疹と嚇 ξもてるようになったと思う;1

耄≡薮とy青三尾毳≡験毒書よかったと思う 
きょう蜘 榔 るの槭 ・腮 う1

親の姿勢メ霽子どもに伝わ ると思う

子どものしっけは重要と思う

弯髭のや弓方 ξま人それぞ劇と思う

自分のや移方で育髭を行うのが大琢と思う

蒼還ぷ一番と思う

子どもな元気が一番 と悪う

癰のあ嚇 焼 みを感¢る

.子どもの威長が喜騫熹驫ゑ__._ __康
子どもの存在が貴重であると感じる 

手本となる行勳をとら捻 ばと患う

育児で自公も戒憂すると感ごる

育髭はすぐに髭果がみえないものだと思う

猛事との爾立を試みている

覯 そ碗 のに魁 て肯定鈎に感じ弼
き	 ヒ

≡ ・

育髭そのものに靉する肯定感・信念

育晃の方法に罌して信念がある

S5F 
き 5さ

育晃をする自銑〉に灣して貨定懿に感じる1 
≡1


1育 晃をサる自分に躍する肯定感..念

育晃への考え方に覆して信念がある

ミ
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〈多世代 か らのサポー トが 必要〉 に は 「様 々 な 以下 の様 な記載 が あった。

世 代 の 中で育 っ方 が よい と思 う」 な どの2つ の コ 子育でについで羨々な擶潔が激 、そ拠に私汐身覆

ー ドが含 まれ 、以 下の様 な記 載 があ った。 ク回され でいるのでは9と 感 じτしまいまプら

彖2箆だ.`プ〆こ族1らず～遊汐ゲのおL"ち ゃんお〆ゾちゃん、

お じいちやんおばあちやん ・・群々な置舟の方々!こ児 N.考 察

守ら%な.が ら葦瑁のできる置の中κなっでぼ㍉しいでプら 【育児に対す る不安感 ・困難感】では 「しつ け

〈同世 代 か らのサポー トが 必要 〉 には 「マ マ友 の程度が分か らない」 「複数の子 どもへの対応が

がい な くて さみ しい」な どの3つ の コー ドが含 ま 難 しい と感 じる」な ど子 どもとの対応 そのもの に

れ 、 以下 の様 な記載 が あった。 不安感 ・困難感を認識する一方、「育児 を通 して

転勤喚なので、ママ却 ∫できるまでな助けでららえ 自分に否定的な感情を抱 く」 「自分の感情をコン

るスが いなかったク獨みをガ ち男ノプるスがいな ぐで本 トロール したい」な ど、育児を している母親 自身

当に≠か ったで先 の中での不安感 ・困難感 を認識 している。子 ども

《情 報 サポ ー ト》 に は 〈育児 に必 要 な情報 が必 との接触体験が少 ないまま親 になることが多い

要 〉 の1つ の サブ カテ ゴ リー が含 まれ た。 ことが指摘 されている中9)、 目々成長発達 し変化

〈育児 に必 要 な情 報 が必 要〉 には 「子 どもに必 する子 どもとの関わりの中で、母親には戸惑いや

要 な情 報 が欲 しい」な どの4つ の コー ドが含 まれ 、 迷いが生 じてい ることが示 されている。また、「子

ぎ

表3謇 髭に燹して盛要と私ている支援

コー 裟 サブ勇テゴヴー ゐテゴリー

叢ぴ場を甕実させて1まもい


套髭交流の場を充実さ慧てほしい

育晃に藏する莚会の理解が蠹しい 育混環境を充実させてほしい

育髭プ費グラムを菟実 させて1ましひ


交遘手段趨 ましも、


保有施譲 ・靆襄を交実さ慧てほしい

育髭政策を亮実させて縁しひ 育晃環境・育冤劔度
支援の地域簽差を感ごる 5


チ

チ
チ特殊なニーズへ の支援拶歓しい

彗

育髭にはお金解かかる
育紀鯛度を充実させて韮ましい 

チ

チ経済飽に不 安を慈こる

発篷の遅彳しに灣する戴露ぷ不十分だと羅う

病鐃でのきょうだい支援熱ないと思う ミ

人飽育髭・サポート恭あって駒かる ≡
問 ㍑一 一 甜齶 躍削 …^ヴー 岬^〃躍'"〃'〃'7〃'岸 ヴ潤耀醒耀 什擢酬什什一 妊

人鈎育斃サポート淨なくて羅る ≡

子どもが嶷気の蒔看てくれる人恭いない mの 人からのサポー←が藪要
穏談相手が1まし熱

よき理解者熱必要と盛じる
ま専霧家からの支援ぶ数しぴ

專門職からの適切なサポー卦が遜要 萋萋
支援者の違いによってストレスが生eる

夫との意見の相違に匿る

夫の櫨 力瀞饗仁くくて靉る 入懿サポート

夫の協 力は耋要だと思う 家族からのサポートた泌 要
家簇等の無理窮をストレスと感じる

家族に気を遣い輹ることぷできない

棟々な建代 の串で資つ方がよいと思う
多轡糞からのサポー雛 ミ慾要

親釐幾との育髭観の鰻違に靉る
5


ママ友1ま豢い悪も、の颪面演ある 萋

チ

ママ友熱ひなくてさみもい 病選糞からのサポー多が谿要 
・ママ友は大事だと思 う {

竃

ネッ蠶まマイナスになると思う チ

ネッ難ま自分に磨要と感鴛る


ストレス解灣方 法を餓 攣たい
育猊に碁要な梼報が痞要 績報サポー卦
 

き

チ子どもに必要な蜻報藩欲もい
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どもの行動にイライラす る」 「余裕がない と感 じ

る」は、子 どもの 自我 の発達に伴 い、子 どもの自

己主張 と親の意見や感情がぶつか り合 う時期 の

母親が認識 しやすい特徴 を表 している。本調査の

対象 は、第1子 が幼児後期にあたる母親 が7割 を

占めることか ら、自己主張の著 しい第1次 反抗期

の子 どもの行動に振 り回され、親 として冷静に子

どもと向き合 うことの困難感 を感 じてい ると思

われ る。また、 自己実現な ど自己の在 り方に注 目

が集まる現代社会 において、育児す る自分を どの

よ うに捉 えるか とい う側面の内容が抽 出 された。

育児をす る自分 自身に向けた内省的な問いかけ

が含まれてい るのも、現代 の母親 の特徴であると

言える。その ことか ら、育児での挫折感や困惑感

は、育児す る自分に対す る否定的な評価 として認

識 され、 自己概念の低 下に繋がる危険性 を含んで

いると考え られる。母親の挫折感や困難感 を早期

に受け止めるとともに、自我が確立 してい く子 ど

もに上手 く対処できる知識や具体的な手段 を提

供 し、自信 をもって子 どもと関われ るよ うに支援

す ることが必要である。

【育児 に対する肯定感 ・信念 】では 「育児は大

変だけ ど興味深い と思 う」な ど育児その ものを肯

定的に認識 しなが ら、 「育児で自分 も成長す ると

感 じる」 「自分のや り方で育児を行 うのが大切 と

思 う」など母親 自身の中で育児に対す る信念を培

っていることが推察 され る。『育児は育 自』 と言

われ るよ うに、母親 は育児を通 して 自らの肯定的

変化 を何 らかの形で認識 していることが考え ら

れ る。徳 田1°)は、母親 となることに伴 う心理的負

担は子育てを 自らの成長を伴 うものとして意味

づけることによって回避 される可能性 を示唆 し

てお り、育児 を通 して母親 が自己肯定感 を高めら

れるよ うな育児支援の充実が重要であると考 え

られ る。

【育児 に関 して必要 としている支援】では 「育

児交流の場を充実させてほ しい」 「人的育児サポ
ー トがなくて 困る」な ど少子化や核家族化の社会

情勢 を反映す る支援が求め られてい る他、地域 コ

ミュニテ ィー の衰退化の中で 「ママ友がいな くて

さみ しい」 とい う同世代か らの支援や、 「様 々な

世代の中で育つ方がよい と思 う」とい う多世代 か

らの支援が必要 とされてい る。

また、〈家族 からのサポー トが必要〉の中では

「夫の協力が得にくくて困る」 「夫の協力は重要

だ と思 う」とい う両価的表現で夫か らの支援が期

待 されている。柏木 ら11)によると、父親が育児に

参加 している母親は、父親がほ とん ど育児を しな

い母親 と比べて、育児による制約感は有意に低 く、

逆に育児への肯定感 が高いことが明 らかにされ

ている。2010年 には改正育児 ・休業法が施行 され、

父親が子育てをしやす くなるための施策が整備

されつつ ある。 しか し厚労省の調査では、父親 の

育児休業取得希望者 は約3割 いるのに対 し、平成

20年 度 の取得率 は1.23%に 留まっていることが

報告 されている12)。その解離には、いまだ文化的

背景や社会的風潮が根強く影響 してい ると考 え

られ、父親の準備性を高める取 り組みはもちろん、

社会的な意識改革 も重要であると思われ る。母親

の必要 としている支援は 《育児環境 ・制度》《人

的サポー ト》《情報サポー ト》 と幅広 く、その中

でも 「育児施策 を充実 させてほ しい」といった育

児支援全般 に対する支援を求めるものか ら、「発

達の遅れに対す る対応 が不十分だ と思 う」「子 ど

もが病気の とき看てくれ る人がいない」など個別

性のあるニーズまで多岐に渡ってお り、地域 で育

児 をす る母親が実に多様な支援 を必要 としてい

ることが推察 される。 よって育児支援に携わる医

療従事者 は、育児支援全体に関わる支援の必要性

を踏 まえた上で、個別のニーズにも対応する柔軟

性が求め られ ると考 える。

V.本 研究の 限界

本研究は、 「育児に関 して 日頃感 じること」 と

い う問いに対す る回答 を分析 したものであ り、各

テーマに沿って具体的な質問を した場合には他

のデー タが抽 出され ることが十分 に想定 され る。

また、今回は大阪府下43市 町村の 自治体の うち5

箇所 の保健センターで実施 した調査であるが、3

歳児健診 は自治体ごとに経過観察 などの判断基P

準や実施方法は異なっている。従って、より多 く

の 自治体 を対象 とした場合に他のテーマが抽出

され る可能性 は否定できない。 さらに大阪府 は東

日本大震災後16年 ぶ りの転入超過が報告 されて

いる都道府県であるため、他府県 との比較検討 も

必要であると考える。

VI.結 論

地域で生活する母親の育児に対する認識 と必

要 とする支援 について調査票 自由記載欄 の内容

分析 を行 った結果、【育児に対す る不安感 ・困難

感 】【育児 に対す る肯定感 ・信念】【育児 に関 して 
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必要 としている支援】の3つ のテーマが抽出され

た。【育児に対す る不安感 ・困難感】は 《育児そ

のものに対する不安感 ・困難感》 と 《育児をす る

自分に対す る不安感 ・困難感》の2つ のカテゴ リ
ーが構成 され、育児のみな らず育児する側の母親

自身に対す る不安感 ・困難感 が示 された。 【育児

に対す る肯定感 ・信念】も 《育児そのものに対す

る肯定感 ・信念》《育児 をす る自分に対す る肯定

感 ・信念》の2つ のカテ ゴリーが構成 された。【育

児 に関 して必要 としてい る支援】は8つ のサブカ

テゴ リーか ら 《育児環境 ・育児制度》《人的サポ
ー ト》《情報サポー ト》 の3つ のカテゴリーが構

成 され た。
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